
追加提言に伴い、提言書で変更が生じた部分等について、次のとおり修正します。

第１グループ【街づくり分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

5 12 ・清潔・安全なまち ・清潔・安全で感染症に対して強いまち 下線部修正

6 4
誰もが気軽に立ち寄れ、集まることのできる区民の交流を促すス
ペースを確保する。

誰もが気軽に立ち寄れ、集まることのできる区民の交流を促すス
ペースを確保する。整備や運用に当たっては、新型コロナウイルス
感染症の感染予防措置を講じるとともに、密を生みやすい施設につ
いては必要性を含めて検討する。

下線部追記

6 6
高齢社会が進展する区内において、生活圏で買い物や医療・福祉、
行政サービス等のニーズを調査して実態を把握し、ニーズに応じた
対策を講じる。

高齢社会が進展する区内において、生活圏で買い物や医療・福祉、
行政サービス等のニーズを調査して実態を把握し、ニーズに応じた
対策を講じる。特に、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら、インターネット、オンライン等を使用するなど、直接対面しな
いで行政サービスを受けられる仕組みの構築に努めていく。

下線部追記

6 13

デジタルサイネージ等を活用した区や地域の情報発信を、まずは工
事現場に設置されたものから利用できるよう協力を要請し、技術
面、費用面、ニーズを確認しながら、将来的には、今後の区や地域
の掲示板「デジタル掲示板」として設置していくことを検討する。

デジタルサイネージ等を活用した区や地域の情報発信を、まずは工
事現場に設置されたものから利用できるよう協力を要請し、技術
面、費用面、ニーズを確認しながら、将来的には、今後の区や地域
の掲示板「デジタル掲示板」として設置していくことを検討する。
情報発信の内容は、新型コロナウィルス感染症関連情報の周知にも
活用する。

下線部追記

6 21
地域が主体となって、イベントの実施や、外国人との交流を積極的
に行うなど、地域の特色あるコミュニティ活動を充実する。

地域が主体となって、イベントの実施や、外国人との交流を積極的
に行うなど、地域の特色あるコミュニティ活動を充実する。イベン
トの開催に当たっては、新型コロナウイルス感染症をはじめとした
感染症の予防措置を徹底する。

下線部追記

6 23 移動販売店舗等の事業者への誘致に取り組む。
移動販売店舗等の事業者への誘致に取り組む。営業に当たっては、
新型コロナウイルス感染症をはじめとした感染症の予防措置を徹底
する。

下線部追記

8 9
地域主体のイベントの実施や、外国人との交流を積極的に行うな
ど、地域の特色あるコミュニティ活動を充実する。

地域主体のイベントの実施や、外国人との交流を積極的に行うな
ど、地域の特色あるコミュニティ活動を充実する。イベントの開催
に当たっては、新型コロナウイルス感染症をはじめとした感染症の
予防措置を徹底する。

下線部追記

新旧対照表

1



頁 行 提言書 追加提言 修正内容

8 11 移動販売店舗等の事業者への誘致に取り組む。
移動販売店舗等の事業者への誘致に取り組む。営業に当たっては、
新型コロナウイルス感染症をはじめとした感染症の予防措置を徹底
する。

下線部追記

10 24

［その他］
・港区景観街づくり賞等の募集におけるSNS 等の活用
　SNS 等での＃（ハッシュタグ）やケーブルテレビ等を活用し、港
区区民景観セレクション等を誰もが気軽に参加できる応募方法とす
る。

［その他］
・港区景観街づくり賞等の募集におけるSNS 等の活用
　SNS 等での＃（ハッシュタグ）やケーブルテレビ等を活用し、港
区区民景観セレクション等を誰もが気軽に参加できる応募方法とす
る。
・イベント等の事業における感染症対策の徹底
イベントなど事業の実施に当たっては、新型コロナウイルス感染症
をはじめとした感染症の予防措置を徹底する。

下線部追記

12 18 ・普段使わない人を呼び込むイベントの充実
・普段使わない人を呼び込むイベントの充実
　ただし、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、密集を
回避するなど、予防措置を講じることに留意する。

下線部追記

13 5

【検討のポイント】
ハード面
・子供の遊び機能（芝生、遊具、花・野菜を育てられる花壇、幼児
限定サイクルスペース等）

【検討のポイント】
ハード面
・子供の遊び機能（芝生、遊具※、花・野菜を育てられる花壇、幼
児限定サイクルスペース等）
※順番待ちの地上表示を設定するなど新型コロナウイルス感染症の
予防措置を講じる。

下線部追記

13 15
・利便性向上機能（多言語案内板（夜間照明付）、トイレ、水飲み
場、Wi-Fi環境等）

・利便性向上機能（多言語案内板（夜間照明付）、トイレ※、水飲
み場※、Wi-Fi環境等）
※順番待ちの地上表示を設定するなど新型コロナウイルス感染症の
予防措置を講じる。

下線部追記

2



第２グループ【防災・生活安全分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

21 - （頁下部の余白）
※全てのテーマに共通する留意事項として、新型コロナウイルス感
染症の視点を十分に踏まえた上で、各事業を実施すること。

下線部追記

23 12
・地域の防災拠点として、災害情報の発信や物資の提供等を充実さ
せ、避難所機能の強化を図る。

・地域の防災拠点として、災害情報の発信や物資の提供等を充実さ
せ、避難所機能の強化を図る。
・避難所において、新型コロナウイルスをはじめとする感染症予防
のための物資を充実させるとともに、実際に避難所を運営するス
タッフに対するマニュアルの整備など、ノウハウの共有を推進す
る。
・避難所において、ボランティアを含む運営スタッフ及び避難者
が、他者にウイルスを感染させてしまう（他者から感染してしま
う）リスクがあることを踏まえ、マスク着用や手指消毒など必要な
感染症対策を十分に行うよう啓発する。

下線部追記

3



第３グループ【環境・リサイクル分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

36 17
分別の際に留意すべきこと（資源プラスチックは汚れを落としてく
ださい等）について周知する。

分別の際に留意すべきこと（資源プラスチックは汚れを落としてく
ださい等）について周知する。
・継続利用できる品物の購入など新しい生活様式へ消費行動を変え
るように消費者へ啓発する。
・家庭内での食品ロス削減の啓発を推進する。

下線部追記

36 26
・スーパーや食品等製造業者と情報を共有し、消費者のごみ分別を
第一に考えた商品･容器の製造や取組について、国等に対して要望す
る。

・スーパーや食品等製造業者と情報を共有し、消費者のごみ分別を
第一に考えた商品･容器の製造や取組について、国等に対して要望す
る。
・家庭向け食材への梱包材の削減について、大規模販売店、スー
パーマーケットなどを指導する。

下線部追記

37 3 ・様々な情報媒体を活用し、リユース家具の取組をPRする。
・様々な情報媒体を活用し、リユース家具の取組をPRする。
・リユース家具のオンラインショップを開店する。

下線部追記

39 10
・高齢者が夏季に公園を散歩できるよう、ベンチやミスト、日よけ
となる樹木を増やす。

・高齢者が夏季に公園を散歩できるよう、ベンチやミスト、日よけ
となる樹木を増やす。また、感染症対策時にソーシャルディスタン
スを保つことが容易にできるような工夫を施す。

下線部追記

39 15
・区が設置した緑やオープンスペース、ビオトープなどを区民が管
理・活用する仕組みをつくる。

・区が設置した緑やオープンスペース、ビオトープなどを区民が管
理・活用する仕組みをつくる。また、感染症対策時にソーシャル
ディスタンスを保つことが容易にできるような工夫を施す。

下線部追記

42 16
・真夏の屋内外での安全・快適な過ごし方等を紹介するガイドブッ
クを作成・配布し、情報発信する。

・真夏の屋内外での安全・快適な過ごし方等を紹介するガイドブッ
クを作成・配布し、情報発信する。
・冷房に頼りすぎず、熱中症も防げるスマートな在宅生活様式の普
及・啓発活動を推進する。

下線部追記

43 10

・公園等の公共空間において、大学等と連携して「風／水／緑」を
組み合わせた「みなとクールスポット」を実証実験的に整備する。
その他、地下水循環型ベンチや地中熱自然冷房の設置を検討する。
その際、区民や観光客に体感してもらうとともに、数値的に効果検
証を行う。

・公園等の公共空間において、大学等と連携して「風／水／緑」を
組み合わせた「みなとクールスポット」を実証実験的に整備する。
その他、地下水循環型ベンチや地中熱自然冷房の設置を検討する。
その際、区民や観光客に体感してもらうとともに、数値的に効果検
証を行う。また、感染症対策時にソーシャルディスタンスを保つこ
とが容易にできるような工夫を施す。

下線部追記

4



第４グループ【地域コミュニティ分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

50 14
・外国人など多様な区民の受け皿となるよう、様々な地域コミュニ
ティの活動を支援する。

・外国人など多様な区民の受け皿となるよう、様々な地域コミュニ
ティの活動を支援する。
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、ハード面だけではな
く、SNS等を活用するなどソフト面の対応を強化し、ICTを活用した
コミュニティ活動のオンライン化を支援する。

下線部追記

第５グループ【国際化・文化分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

58

２
段
目

16

地域共生社会という理念を掲げ、その実現を目指す港区において、
国際化と文化振興の2つの領域で「垣根」を低くするための私達の提
言が積極的に受け止められることを期待します。

　地域共生社会という理念を掲げ、その実現を目指す港区におい
て、国際化と文化振興の2つの領域で「垣根」を低くするための私達
の提言が積極的に受け止められることを期待します。
　なお、新型コロナウイルス感染症は区民生活に大きな影響を及ぼ
しています。提言を基本計画に反映するにあたっては、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を踏まえた検討をお願いします。

下線部追記

第６グループ【産業・観光分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

70

１
段
目

19

　「港区の強みを生かした産業振興」では、国際都市・東京の経済
活動の中心地である港区としての対外的なインパクトの強化と区内
経済基盤を更に確立するための提言にくわえて、区民が安心して暮
らし続けるための医療・福祉分野の産業振興に関する提言も含まれ
ています。

　「港区の強みを生かした産業振興」では、国際都市・東京の経済
活動の中心地である港区としての対外的なインパクトの強化と区内
経済基盤を更に確立するための提言にくわえて、区民が安心して暮
らし続けるための健康・医療・福祉分野の産業振興に関する提言も
含まれています。

下線部追記

72 17
・港区に住み、働き、訪れる人々の垣根を越えた交流を生み出すこ
とで、区民の暮らしやすさや観光客の楽しさを創出するとともに、
区内企業等、様々な主体のビジネスチャンスの増大につなげる。

・港区に住み、働き、訪れる人々の垣根を越えた交流を生み出すこ
とで、安心を前提に、区民の暮らしやすさや観光客の楽しさを創出
するとともに、区内企業等、様々な主体のビジネスチャンスの増大
につなげる。

下線部追記

73 13
・一般診療所数や医師数が多い港区の強みを生かし、生活支援につ
ながる医療産業等に関する中小企業のビジネス活動の支援を行う。

・一般診療所数や医師数が多い港区の強みを生かし、区民の健康の
確保と生活支援につながる医療産業等に関する中小企業のビジネス
活動の支援を行う。

下線部追記

73 19
・港区のものづくりを紹介するアンテナショップや商店街の名店・
名産を紹介するイベント等を開催する。

・港区のものづくりを紹介するアンテナショップや商店街の名店・
名産を紹介するイベント等をオンラインの積極活用を含めて開催す
る。

下線部追記

76 15

「港区」を感じることのできる観光ルートをつくり、ハード（交通
手段）とソフト（資源の磨き上げやガイドの充実）の両面における
バリアフリー化の強化に加え、回遊を動機づける仕掛けを講じるこ
とで、区内における回遊性を高める。

「港区」を感じることのできる観光ルートを、バーチャルを含めて
つくり、ハード（交通手段）とソフト（資源の磨き上げやガイドの
充実）の両面におけるバリアフリー化の強化に加え、回遊を動機づ
ける仕掛けを講じることで、区内における回遊性を高める。

下線部追記

5



第７グループ【子育て・教育分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

86 11
・企業やNPO、地域などで様々な学びの場が創出されているが、そう
した取組が学校での学習と体系的に結びついていくためには、学校
と地域やNPO などの学校外との連携が一層必要である。

・企業やNPO、地域などで様々な学びの場が創出されているが、そう
した取組が学校での学習と体系的に結びついていくためには、学校
と地域やNPO などの学校外との連携が一層必要である。
・学校を始めとした各種教育サービスの提供は、対面によるものを
前提とし、時間や場所の制約があるために、災害や感染症が発生し
た場合は、教育機会そのものが損なわれてしまう。

下線部追記

86 15

個々の児童生徒に応じて、学校での学習のみならず、企業やNPO、地
域などが提供するプログラムを一層活用するなどして、児童生徒の
より深い学びを補完する。また、学校外での学びの差が学力等の差
にならないように、情報提供等により機会の平等を確保するととも
に、特別な支援を必要とする児童生徒の教育の充実も図る。

・個々の児童生徒に応じて、学校での学習のみならず、企業やNPO、
地域などが提供するプログラムを一層活用するなどして、児童生徒
のより深い学びを補完する。また、学校外での学びの差が学力等の
差にならないように、情報提供等により機会の平等を確保するとと
もに、特別な支援を必要とする児童生徒の教育の充実も図る。
・学びに対する時間や場所の自由度を高め、個々の状況に応じた幅
広い教育提供を実現するとともに、災害や感染症にも強い教育体制
を構築する。

下線部追記

87 10

・特別な支援を必要とする児童生徒へのキャリア教育の充実
特別な支援を必要とする児童生徒が、就業後もその個性や才能を発
揮し、安心して働くことができるように、企業訪問や就業体験など
のキャリア教育を充実させる。

・特別な支援を必要とする児童生徒へのキャリア教育の充実
特別な支援を必要とする児童生徒が、就業後もその個性や才能を発
揮し、安心して働くことができるように、企業訪問や就業体験など
のキャリア教育を充実させる。
・具体的な事業の実施に当たっては、ＩＣＴを活用した教育のオン
ライン化を充実し、教育サービスの提供者側の事務負担を軽減しな
がら、幅広い教育ニーズや災害・感染症に対応できる教育環境を整
備する。

下線部追記

6



第８グループ【生涯学習・スポーツ分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

97 5

②学びを共有する機会の充実
盆踊りなど地域のイベントの際に、学びの成果を発表する機会を組
み込めるよう区・地域が一体となって生涯学習の取組を支援し充実
させる。生涯学習として各地域で行うことで多世代の交流を促進す
る。

②学びを共有する機会の充実
盆踊りなど地域のイベントの際に、学びの成果を発表する機会を組
み込めるよう区・地域が一体となって生涯学習の取組を支援し充実
させる。生涯学習として各地域で行うことで多世代の交流を促進す
る。なお、発表の場や交流については積極的にオンラインを活用
し、密にならないよう工夫する。

下線部追記

97 9

③企業等と連携した地域の子どもの学びの機会の充実
地域の住民の関心に応じて、区内企業等に学びの機会を提供しても
らう。また、区内企業等への機会提供の依頼活動を区民が実行委員
となり、行うことができる仕組みをつくる。

③企業等と連携した地域の子どもの学びの機会の充実
地域の住民の関心に応じて、区内企業等に学びの機会を提供しても
らう。また、区内企業等への機会提供の依頼活動を区民が実行委員
となり、行うことができる仕組みをつくる。ただし、区内企業等へ
の営業活動は、新型コロナウイルス感染症の感染対策として、メー
ルやオンライン会議等で働きかける。

下線部追記

99 2

【「する」スポーツ】
子どもから高齢者、障害者、外国人等の多様な区民等がスポーツを
楽しんでいる写真や動画を使用するなど、スポーツ施設やイベント
の情報発信を工夫しスポーツへの関心や取り組むきっかけを増やし
ていく。

【「する」スポーツ】
子どもから高齢者、障害者、外国人等の多様な区民等がスポーツを
楽しんでいる写真や動画を使用するなど、スポーツ施設やイベント
の情報発信を工夫しスポーツへの関心や取り組むきっかけを増やし
ていく。なお、新型コロナウイルス感染症の感染対策として、３密
を回避するため、オンラインを活用したスポーツの展開を視野に入
れる。

下線部追記

99 13

①誰もが楽しみ交流できるスポーツを通した共生社会の実現
スポーツの得意不得意、障害の有無、子どもから高齢者、外国人等
の多様な区民等が一緒にレインボーブリッジを歩いて渡る等、誰も
が楽しみながら交流することができるスポーツを実施することで
「共生社会の実現」を目指していく。

①誰もが楽しみ交流できるスポーツを通した共生社会の実現
スポーツの得意不得意、障害の有無、子どもから高齢者、外国人等
の多様な区民等が一緒にレインボーブリッジを歩いて渡る等、誰も
が楽しみながら交流することができるスポーツを実施することで
「共生社会の実現」を目指していく。なお、実施にあたっては、新
型コロナウイルス感染症の感染対策として咳エチケットに十分注意
し、密にならないように工夫する。

下線部追記

99 17

②ゆるスポーツ文化の醸成
本格的なスポーツではなく、誰もが参加できる「ゆるスポーツ」を
地域の運動会やイベント等で実施する。こうした機会を増やしてい
くことで、「ゆるスポーツ」文化の醸成やスポーツへの関心、取組
意欲を増進する。

②ゆるスポーツ文化の醸成
本格的なスポーツではなく、新型コロナウイルス感染症の感染対策
としてマスクをしながらでも、誰もが参加できる「ゆるスポーツ」
を地域の運動会やイベント等で実施する。実施にあたっては、新型
コロナウイルス感染症の感染対策としてオンラインを活用したス
ポーツの展開を視野に入れる。こうした機会を増やしていくこと
で、「ゆるスポーツ」文化の醸成やスポーツへの関心、取組意欲を
増進するとともに、外出自粛による運動不足解消の一助とする。

下線部追記

7



頁 行 提言書 追加提言 修正内容

99 27
③スポーツを通して交流する機会を充実していくために区民等が実
行委員となり、区内企業等に所属アスリートとの交流イベントの実
施等の協力を得るための営業活動を行う。

③スポーツを通して交流する機会を充実していくために区民等が実
行委員となり、区内企業等に所属アスリートとの交流イベントの実
施等の協力を得るための営業活動を行う。ただし、区内企業等への
営業活動は、新型コロナウイルス感染症の感染対策として、メール
やオンライン会議等のオンライン会議で働きかける。

下線部追記

101 2

①生涯学習・スポーツとは異なる分野と連携した取組の実施
ICTを活用したパブリックビューイング、防災訓練や清掃活動を絡め
たスポーツイベントの実施など、他分野と連携した取組に積極的に
取り組む。

①生涯学習・スポーツとは異なる分野と連携した取組の実施
ICT を活用したパブリックビューイング、防災訓練や清掃活動を絡
めたスポーツイベントの実施など、他分野と連携した取組に積極的
に取り組む。なお、実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症
の感染対策として、十分なスペースを確保し、密にならないよう工
夫する。

下線部追記

101 5

②区民等参加者による生涯学習・スポーツ情報発信の仕組みづくり
思わず拡散したくなる楽しくてにぎわいのある生涯学習・スポーツ
の機会を増やし、区民等参加者に積極的に情報発信（PR）してもら
える仕組みづくりを実施する。

②区民等参加者による生涯学習・スポーツ情報発信の仕組みづくり
思わず拡散したくなる楽しくてにぎわいのある生涯学習・スポーツ
の機会を増やし、区民等参加者に積極的に情報発信（PR）してもら
える仕組みづくりを実施する。また、生涯学習・スポーツ施設に安
定した通信環境を整備する等、各施設の設備を充実させる。

下線部追記

101 8

③プッシュ型情報配信の充実
個人の興味や傾向に合わせた生涯学習・スポーツに関する情報発信
を行う。また、こうした仕組みがあることの周知やイベントの事前
告知の強化にも取り組む。

③プッシュ型情報配信の充実
個人の興味や傾向に合わせた生涯学習・スポーツに関する情報発信
をSNS等を活用して行う。また、こうした仕組みがあることの周知や
イベントの事前告知の強化にも取り組む。

下線部追記

8



第９グループ【福祉・保健分野】提言
頁 行 提言書 追加提言 修正内容

106

２
段
目

９

　私たちは、次期港区基本計画の計画最終年度末（令和8（2026）年
度末）に向けて、高齢者が地域の中で元気に活躍し、生活困窮に対
する偏見がなく、誰もが健康づくりに取り組める環境がより一層
整っているまちを実現したい、との思いで意見を交わし、これまで
の議論を踏まえ、第9グループの提言として取りまとめました。

　私たちは、次期港区基本計画の計画最終年度末（令和8（2026）年
度末）に向けて、高齢者が地域の中で元気に活躍し、生活困窮に対
する偏見がなく、誰もが健康づくりに取り組める環境がより一層
整っているまちを実現したい、との思いで意見を交わし、これまで
の議論を踏まえ、第9グループの提言として取りまとめました。その
後、新型コロナウィルスの感染拡大を受けて、感染症について追記
をしました。

下線部追記

108 8 ・相談窓口や講座、活動の周知を図る必要がある。

・相談窓口や講座、活動の周知を図る必要がある。
・新型コロナウイルスの感染拡大防止のためにオンライン化などを
進めるとともに、オンラインに対応できない高齢者への配慮や外出
を自粛する高齢者の健康維持などに並行して取り組む必要がある。

下線部追記

109 22
・登録制による行政サービスの情報配信
区民が高齢者関連や子育て関連の情報を希望して登録すると、該当
者に案内を届けるような仕組みを導入する。

・きめ細かな行政サービスの情報配信
区民が高齢者関連や子育て関連情報、口腔ケアや認知症予防などの
健康づくりの他、新型コロナウイルス感染症のような突発事項につ
いても、紙による分かりやすい情報発信に加えて、情報を希望して
登録するとオンラインで該当者に案内を届けるような仕組みを導入
する。
・オンラインに馴染みのない方への支援
オンラインに馴染みがない高齢者へのスマートフォンやパソコン、
情報端末等の操作支援などを実施し、オンラインの利用を促進す
る。

下線部追加・修
正

111 16
・生活困窮のことを含めた何でも相談できる窓口の設置
自らが生活困窮状態にあることを知られないように、生活困窮専用
の窓口ではなく、何でも相談できる窓口を設置する。

・生活困窮のことを含めた何でも相談できる窓口の設置
自らが生活困窮状態にあることを知られないように、突発的な新型
コロナウイルス感染症の影響による経済的な問題なども含め何でも
相談できる窓口を設置するとともに、オンライン化により相談でき
る体制を構築する。

下線部修正

112 13 ・健康関連施設における人材の不足、また質にも課題がみられる。
・健康関連施設における人材の不足、また質にも課題がみられる。
・感染症の感染拡大を防止するために、区独自の検査体制の充実が
求められる。

下線部追記

9



頁 行 提言書 追加提言 修正内容

112 18 ・人生の最期まで自分らしく健康に過ごすための支援
・人生の最期まで自分らしく健康に過ごすための支援
・感染症に関する情報発信や検査体制の更なる充実

下線部修正

113 14
・誰もが一緒に集う世代間交流の場の設置
子どもから高齢者までがいきいきと元気に暮らせるように、世代間
交流の場の常設を検討する。

・誰もが一緒に集う世代間交流の場の設置
子どもから高齢者までがいきいきと元気に暮らせるように、世代間
交流の場の常設を検討する。
・感染症の情報発信や検査体制の強化
感染症が発生した場合には、正確な感染者状況や注意することなど
を映像配信等を活用して周知するとともに、PCR検査や抗原検査を希
望する人が適切に受けられるように検査体制を強化する。

下線部追記
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